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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
日本企業の中国などアジア諸国への進出が拡大する中、日系多国籍企業がどのような種類の事業活動をアジ
アのどのような国・地域へと立地展開させているのか検討することが重要になってきている。また、多国籍企
業の立地行動に関する理論研究では、近年、ピーター・ディッケンの生産連鎖の概念（生産の流れの中に各企
業の事業活動を位置づける考え方）が注目されている。 
本論文は、生産連鎖の概念を基礎にしながら、日本の繊維・アパレル企業のアジア地域における立地行動に
ついて研究したものであり、論文構成は、１章（はじめに）、２章（P.ディッケンの『グローバル・シフト』に
おけるフレームワークと本論文のフレームワーク）、３章（日本繊維メーカーのアジア地域における立地行動分
析）、４章（総合商社繊維事業部門のアジア地域における立地行動分析）、５章（大阪における繊維・アパレル
企業のアジア地域における立地行動分析）、６章（日本の繊維・アパレル企業のアジア地域における立地行動の
ダイナミズム）となっている。 
本論文は、以下の３つの点で優れた考察を行っている。 
第１の点は、多国籍企業論や立地論の観点からディッケンの生産連鎖の概念を整理・検討するとともに、繊
維・アパレル企業を繊維素材メーカー、アパレルメーカー、商社（繊維部門）などに分けながら、日本の繊維・
アパレル産業における生産連鎖の具体的な中身を明らかにしたことである。 
第２の点は、生産連鎖を考慮に入れながら、日本の繊維・アパレル企業のアジア地域への立地行動の歴史的
プロセスについて検討したことである。繊維素材メーカー、アパレルメーカー、商社（繊維部門）の立地行動
の特徴について丹念に比較検討している。 
第３の点は、大阪の繊維・アパレル企業へのヒアリング調査・アンケート調査を実施し、公表データだけで
なく、こうしたオリジナルデータに基づいて考察したことである。とくに、アンケート調査を通じて、製造企
業と商業企業との立地行動上の関係について独自の検討を行っている。 
繊維・アパレル産業においては、もともと製造企業と商業企業との結び付きが強く、また日本市場をターゲ
ットとした「持ち帰り輸入」も顕著である。このことが本論文の研究上の特色につながっているものの、本論
文での考察が日系多国籍企業一般の問題にどの程度当てはまるものなのか明確でない。この点は今後の課題で
ある。 
こうした課題はあるものの、本論文は日本の繊維・アパレル企業を対象として日系多国籍企業のアジア地域
への立地行動に関する独自の考察を行っており、審査委員会は一致して、本論文を博士（商学）の学位を授与
するに値すると判断した。 
